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エ ミー ル ・ヴ ェ ル ハ ー レ ン の
ImagesJapondisesを め ぐ っ て
大 場 恒 明
は じ め に
ベ ル ギ ー詩人 エ ミール ・ヴ ェルハ ー レ ン(EmileVerhaeren1855-1916)
の詩 篇 が上 田敏 に よ り 『海 潮 音 』 の なか で邦 訳 され た の は明 治38年(1905)
の こ とで,以 後,日 本 近 代 詩 は 明治 末 か ら大 正 期 を通 じて ヴ ェルハ ー レ ンの
影 響 を受 け る こ とに な る。
した が って,日 本 にお け る ヴ ェル ハ ー レ ン詩 の受 容 史 は実 態 的 に は上 田敏
の紹 介 と と もに始 ま る と言 っ て よい の だが,実 は,す で に それ に先 立 っ て,
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明 治29年(1896),い さ さか 意 外 な形 で,ヴ ェルハ ー レ ン と日本 の 最 初 の接 触
が 行 わ れ て い た の で あ る。
2)
この出会 い を実現 させ たの は長谷 川武次郎 とい う当時 の出版業 者で ある。
彼 は日本の風景画 に ヴェルハー レンの原詩の賛 を付 し,和 紙 に摺 った木版 画
の袋綴 じ本 を,ImagesJaponaisesと 題 して出版 した。この書物 は時系列的 に
は 「日本 にお けるエ ミール ・ヴ ェルハー レ ン関係書誌」 の筆頭 に挙 が る資料
であ るが,こ れ を出版 した当の長谷川武次郎 が,詩 人 としての ヴェルハー レ
ンに関 して どれ ほ どの認識 を持 っていたか疑 わ しい し,画 集 とい う性格 の ほ
うがむ しろ強い この出版物 は,日 本 国内向 け とい うよ りは欧米 の 日本文化愛
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好 者 向 け に刊 行 され た もの だ った 。 その た め,当 時 か ら今 日に至 る まで,国
3)
内文学 関係者 よ りは,外 国の 日本 美術 品蒐集家 たちの間 で よ く知 られ,近 年
ます ます好事 家の垂誕 の的 となってい る稀襯書 なのであ る。
この よ うな事情 を反映 してか,加 α81εsノ砂oηα細sは 欧米 の多 くの公共 図書
館 や大学図書館 に所蔵 され てい るの に,日 本 において は,管 見 に よれ ば,横
浜 開港資料 館の ブルーム ・コレクシ ョン と国際交流基金図書館 にそれ ぞれ一
部,所 蔵 されてい るにす ぎない。
筆者 は,1997年 度 の本学在 外研 究員 としてベル ギー王立図書館 お よび付属
文書 ・文学博物館 で1年 間の研 修 を行 った際 に,同 館 の貴重書部 に所蔵 され
てい るImages/aponaisesを 閲覧す る機会 を得,さ らに帰 国後,そ れ と,国 内
に所蔵 されて いる二部 との間 の照合 を行 う ことがで きた。 この資料調査 を通
じて発 見 した い くつか の事実 と,こ の書物 をめ ぐる書誌 的事項 につ いて明 ら
か に し,日 本近代 詩 にお けるヴェルハー レン受容 史 の起 点 とす る ことが本稿
の 目的で あ る。












長 谷 川 武 次 郎 は,ペ リー が 浦 賀 に来 た 嘉 永4年(1853)10月8日,京 橋 で
西 宮 家 の次 男 と して 生 まれ,明 治10年(1877)結 婚 後,母 方 の姓,長 谷 川 を
名 乗 った。 生 家 は明 治 年 間 を通 じて,食 料 品,ワ イ ン,た ば こ,蓄 音 機,英
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書 な どの輸 入 業 を営 み,後 を継 いだ 長 男 が 拡 張 した事 業 は今 日の 明 治 屋 に至
る。
近 隣 の築 地 は,明 治 初 年,外 国人 居 留地 とな っ て お り,教 師 や技 術 者 な ど
の,明 治 政 府 の いわ ゆ る雇 わ れ 外 人 や,宣 教 師 な どが 多 数 住 ん で お り,当 時
の 日本 人 が西 洋 の 文物 や 思 想 に触 れ る窓 口の ひ とつ に な っ て い た。
武 次 郎 は明 治2年(1869>,宣 教 師 に つ い て英 語 を学 び は じめ,キ リス ト教
に も関 心 を持 ち洗 礼 を受 け る ほ どだ っ た。17歳 ご ろ に は英 語 に精 通 して い て,
ガ イ ドを した り,京 橋 の 自宅 で 日本人 生 徒 に英 語 を教 えた り も した 。
西 宮 家 の血 のせ い で あ ろ うか,彼 に は も と も とビ ジネ ス セ ン スが あ り,ま
もな く自分 で 事 業 を興 した。 ミネ ラル ウ ォー タ ー,化 粧 品,額 縁,フ ラ ン ス
ワイ ンな どの販 売 を しなが ら,明 治10年 前 後 に イ ギ リス とア メ リカ か ら書籍
を輸 入 し始 めた 。
武 次 郎 に は,宣 教 師 た ち との親 交 か ら得 た豊 富 な ネ ッ トワ ー クが あ った。
後 に彼 の 出版 事 業 を支 え る人 脈 とな るDavidThompsonやDr.JamesCur.
tisHepburn(い わ ゆ る 「ヘ ボ ン」)は,日 本 語,日 本 文学,民 話 に強 い関 心
を抱 い て い た人 た ち で あ る。 さ らに彼 の 仕 事 に決 定 的意 味 を もつ 二 人 の イ ギ
リス人 は,明 治7年(1874)に 来 日 したBasi1Hal1ChamberlainとThomas
H.Jamesだ った 。Jamesと 妻Kateは 日本 の 民 話 をつ ぎっ ぎ と英 語 に翻 訳
し,こ れ が 後 に長 谷 川 本 と呼 ばれ る出版 物 の 中 心 を な す シ リー ズ とな る。
明 治17年(1884),武 次 郎 は外 国 語 を勉 強 す る 日本 人 の た め の語 学 教 材 を刊
行 す る出版 事 業 に乗 り出 した。 桃 太 郎,舌 切 雀i猿 蟹 合 戦,花 咲 爺,カ チ カ
チ 山,浦 島太 郎,因 幡 の 白兎,な どの 日本 民 話 を,英 語,フ ラ ンス語,ド イ
ツ語 に翻 訳 し,絵 入 り本 と して出 版 した。 長 谷 川 本 の初 期 は,挿 絵 を,有 名
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な浮 世 絵 師 小 林 永 濯(号 鮮 斎)が 担 当 した。
日本 の伝 統 的 な右 開 きの ス タ イル とは反 対 に,左 か ら頁 を繰 る洋 式 製 本 で
あ るが,用 紙 は和 紙 で,「 袋 綴 じ」に され た 。 また,江 戸 時代 以 来 の 読 み本 の
よ うに文 が 挿絵 の上 に置 か れ てい る の で は な く,文 に付 属 す る形 で 挿 絵 が つ
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いて いるペー ジ構成 は画期的 な もので,長 谷 川本 は明治最初期 の和洋折 衷の
印刷製本 出版物 であ った。
は じめ は挿絵 は墨摺絵 で,摺 りが終 ってか ら活 字印刷 に まわ され た ようだ。
当時,築 地2丁 目17番 地 に東京活 字鋳造所が あ り,欧 文活字鋳造,印 刷,石
版 印刷 が行 われていた。
日本民話 シ リーズ をは じめ長谷川本 は,和 紙 に通常 の方式で印刷 された「平
紙本 」と,印 刷後機械処理 をほ どこして用紙 を縮緬状 に してか ら製本 した「縮
緬本 」の二種類 ある。 同一 内容 であ りなが ら平紙本 と縮 緬本 の両 方で出版 さ
れて いる場 合が あ り,『 日本 お とぎ話集』の英語版 や ドイツ語版 はその ケース
であ る。
浮世絵(錦 絵)で もすで に 「縮 緬絵 」 といわれ る技法が行 われ てお り,摺
りあ げた版画 を棒 に巻 き,も み縮 めて縮緬 の ように した絵が,見 た 目に精緻
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な感 じにな るた めか,幕 末 か ら明治 にか けて流行 した。武次郎 は縮緬紙(crepe
paper)の 加工機i械を所有 していて大量処理 が可能だ った。印刷 が終 了 した用
紙 を機械 にセ ッテ ィング した うえで,湿 気 を与 え,型 に挿 入 し,シ リンダー
に包 み込み,用 紙 と型 をかす かにず らしなが ら,10回 ほ ど繰 り返 し強 い圧力
をか け る と,用 紙 に縮緬状 の細 かい織 が生 じる。 この結果,平 紙版 の頁サ イ
ズの80%ほ どに縮 むが,用 紙 の耐 久性 は高 め られた。
長谷川武次郎 の縮緬本 は,欧 米 の顧客 の間で好評 を博 した。 いかに も日本
的 な芸術品 だ と見 なされたか らで ある。 また,『EI本 お とぎ話集』を子供 に与
える親 にはs頁 の耐久力 が好 まし く思 えた ためで もあ ろう。
明治18年(1885)か ら始 まる日本民話 シ リーズ な ど初 期の長谷 川本 は,「 弘
文社 」 とい う出版社名 で刊行 され た。 これが,日 本人 向 けの語学教材 とい う
性格 か ら,し だ いに 日本文化 に関心 を もつ外 国人 向 けの出版物 として欧米 に
販路 が広が って いった のは,縮 緬本 の魅力 による ところ大 であ ったが,そ れ
以上 に挿絵 を墨摺絵 か ら錦絵 ふ うの多色摺 に変 えたためで ある。 こうして,
大正期 に至 るまで外国人観光客 の土産物 として人気 を博 し,浮 世絵 が そ うだ
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った よ うに,長 谷川本 の大半 は海外 に流出 して しまい,現 在 国内 に残 って い
るの はわずかで,国 立 国会図書館 で さえ も数冊所 蔵 してい るにす ぎない。
長谷 川武次郎 は,昭 和13年(1938)7月19日,85年 の生涯 を閉 じた。 明治
10年 代 の開明期 に,在 留外国人 との広範 な交流 を通 じて欧米 の文化 にいち早
く的確 に対応 し,和 洋折衷 なが ら洋式 出版 を事業化 して近代 日本 出版史 にお
いて先駆 的な役割 を果た した。東洋 と西洋 の印刷術 の巧 み な融合 を実現 した
長谷川武次郎 の歴史 的意 味 とともに,日 本 と欧米 の文化 的な掛 け橋 ともなっ
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た長谷川本 の,日 本文学界 への寄与 も忘れ られ て はな らな い。
2挿 絵画家 鈴木宗太郎(華 邨)
長谷川本 の挿絵師 として出版 に初 めか ら協力 していた永濯 が,病 が ちにな
る と,武 次郎 は異彩 の画家河鍋狂斎 に接近 したが,継 続的 な関係 を結 ぶ こと
に失敗 し,明 治20年(1887),よ り若 い華邨 との関係樹立 を図 った。華邨 は,
当時,『 読売新 聞』 の ほか,大 衆 小説や文芸誌 に定期 的 に挿絵 を描 いてお り,
以後 も 『都 の花 』や 『美術世界』 な どの挿絵 画家 として健腕 をふ るい,後 に
続 く鏑木清 方 らの先駆 となった。 永濯 が明治23年(1890)に 死亡 した後,華
邨 は長谷川本 の契約挿絵 画家 の一人 とな る。長谷 川本 が海外 の市場 に浸透 す
るにつれて,挿 絵 画家華 邨 に対 す る評価が高 ま り,武 次郎 に自著 の出版依頼
をす る顧客 は,た とえばポール ・ケーラス(PaulCarus)の よ うに,挿 絵画
家 として華邨 を特定指名 す るほ どだ った。
華邨(1860-1919)は,加 賀藩前 田家呉服用達武蔵屋 の子 として下谷 で生 ま
れ た。本名 は鈴木茂 雄(通 称,宗 太郎 また は惣太郎)。 雅名 は華村 とも表 記
し,忍 青 とも号 した。
菊池容 斎 の高弟 中島享斎 に入 門 し,初 め円山派 を学 び容斎 ふ うの人物 画 を
描 いて修 業 した が,の ち に土佐 派や浮世絵 な どの長所 を取 り入 れて一家 をな
した。花 鳥風月 に秀 で一般大衆 に好 まれ,特 に海外 での評価 は高 く,北 斎以
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後 の 日本 画家 として当時 の ヨー ロッパ で もっ とも名 を知 られた画家 の0人 で
あ った。門下 に梶 田半湖(半 古)が 出て,さ らにその門下 か ら昭和 の大家小
林 古径,前 田青邨,奥 田土牛 な どが輩 出 してい る。
ボス トン美術館蔵 の 「鷲鳥」や,野 猿 を狙 うフィ リピン巨大鷲 を描 いた 「鷲
猿図」 は,華 邨 の写実 的技 法 と雄 渾な構 図 の見事 な調和 を示 してい る。
華邨 は,ウ イー ンで開かれた万 国博 覧会 への 日本政府 の参加 を機縁 として
明治6年(1873)に 設立 された起 立工 商会社 の図案課 に入 った。明治政府 は
ウイー ン万博 に向 けて国 を挙 げて取 り組 み,出 品物 を作 らせ,出 品費用 も全
額政府 が負担 した。農業,水 産,鉱 業等 の特産物 か ら各種工業製 品 まで,さ
まざまな もの を出品 した。 このなか には浮世絵 な ども含 まれてお り,そ れ ら
が西 洋の世紀 末芸術 に影響 を与 えsい わゆ る 「ジャポニスム」が起 きる契機
となった。起 立工商会社 の職人 リス トのなかで華邨 は 「下 図工 」 に分類 され
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てお り,ウ イー ン万博 に何点 かの下絵 を出品 した。
その後 も万博や 国内博覧会 に出品 を重 ね,各 種 の賞牌 を受賞す るな どして
名 をあげ,明 治18年,フ ェノロサの主導す る鑑 画会 の第一回大会 に 「山水」
を出品 して賞状 を受 ける。
明治22-2fi年,石 川県立工業 学校で絵画 と図案意 匠 を担 当 し,写 実 を重 んず
る画風 で後進 の育成 に当た った。帰京後の明治20年 代後半 は,挿 絵画家 とし
ての活動 を活発 に行 い,こ の時期,長 谷川武次郎 との協力関係 が生 じた。
日本 美術 院の評 議員 を務 め るな ど,各種 美術 団体 に加 わ り,明治33年(1900)
のパ リ万博 には 「月下魚網」 を出品 して海外 で も認 め られ,当 時 の美術界 で
重 きをなす ようになった。明治43年 に は日英博 覧会 で 「雨 中渡舟 の図」が金
牌 を受賞す る。
華邨 は さまざ まな分野 で才能 を発揮 す る多才の芸術家 だ ったが,風 景 画家
として描 く花鳥風月 にしろ,陶 磁器 や漆器 な どの下 図の図案意 匠 に しろ,そ
れ らには優 れたデザ イ ン感覚 が一貫 して共通 に見 られ る。 ここに華邨の本領
が あった と思 われ る。書籍 の挿絵 として求 め られ る構 図や デザ イ ンに天賦 の
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才 を持 って いたか らこそ,欧 米人 への ヴ ィジ ュアル な 日本文化伝 達 を指向 し
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た長谷 川本の協 同創 造者 として,華 邨 は最適 な人材 だった と言 える。
3印 刷者 小宮ヤス
欧文 に版 画の挿絵 をつ けた長谷川本 を製作 す るの に,欧 文 を印刷 す る印刷
業者 と,版 画担 当 の摺 り師 を必 要 と した。textprintingと 木版 画 の摺 りは
別 々 に行 われていたか らであ る。欧文印刷 は,東 京築地活字鋳 造所で行 われ
たが,木 版 画 の摺 りをまかせ られ る信頼 で きる職人 を求 め なけれ ばな らなか
った。
当時,隅 田川 の対 岸,本 所押上 町で摺 り師の小宮家が 印刷業 を営んで いた。
主人 小宮宗次郎 の ひ とり娘が ヤスで ある。慶応3年(1867)生 まれ。 武次郎
は,出 版業 を始 めた ころ最初 の妻 とは離婚 してい て,明 治18年(1885),ヤ
ス と再婚 した。 長谷川本 の初期 に は印刷者名 は小 宮宗次郎 であ るが,ま もな
く,武 次郎 の出版業 にお いてヤスは,印 刷製本部 門で重要 な役割 を担 うよ う
にな り,印 刷者 名 も小 宮 ヤスに代わ ってい く。彼 女 は,木 版 の彫 り師 お よび
摺 り師 と契約 を結 び,彼 女の夫が始 めた出版事業 の ホ ッ トコーナー を守 る こ
とにな る。
明治36年(1903)東 京地 裁の決定 に よってヤス は小 宮姓 か らの改姓 が認 め
られ るのだが,そ の時 にはすで に小宮印刷所 は存在 してい なか った ようであ
る。以 後,昭 和13年(1938)武 次郎 が世 を去 るまで彼女 は出版事 業 を続 けた。
武次郎 とヤス との間 に3男3女 の子供 が あ り,そ の うち次 男が西宮姓 を名
乗 り父の事 業 を継 いだ。その事業 は長谷川一西宮 とい う複合名 の もと今 日に至
って いる。
明治44年(1911),長 谷川 家 は,外 務 大 臣陸奥宗光 が 明治10年 代 に下谷 区
に外人客 の接待 用 に建 てた優雅 な洋館 に移転 した。 この建物 は今 なお,長 谷
川 出版事業 を継 ぐ事務 所 として使用 されてお り,武 次郎 の こ令孫 西宮雄 作氏
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が,武 次郎 が欧米人 の関係者 と交わ した膨 大 な書簡 と長谷川本 の管理 に当た
ってお られ る。
4日 本 の 画 像lmagesJaponaises
A4判 ほ どの用紙 を横 長(28.5cm×19.7cm),ダ ブル(袋 綴 じ)で 使 い,
糸紐 による左綴 じ本 とい う体裁 で,見 開 き2頁 が1枚 絵 で構成 されてい るこ
とが多い。頁付 はない。見開 き左右頁 をそれぞれ1頁 ずつ に数 える と計28頁
で,表 裏の表紙 絵 を合わせ計17葉 の木版画 は,そ の多 くが,6な い し7色 の
多色摺 りで あ る。 ヴェルハ ー レンの詩 が5篇 付 いてい るがyこ れ は鋳造活 字
で はな く,筆 写(カ リグラフィー)を 版木 に刻 んだ もので ある。
(1)表 紙(F-D
湖面 の向 こうに富 士山が見 える芦 ノ湖 畔。箱 根神 社 の鳥居 の前で,婦 人が
乗 った人力車 を牽 く車 夫。
明治初期 の欧米 人が 日本 のイメージ として固定的 に持 つ ようにな るアイテ
ムが揃 った この構 図 は,当 時,外 国人旅行者 の間で人気 のあ った「横 浜写真」
F-1
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の蒔絵 アルバ ムの表紙絵 として も使 われてい る。
(2)p.1-Z
見開 きの1枚 絵 だが,右 頁上 辺半 ばか ら左頁下辺半 ばに引 いた斜線 で画面
を2分 割 してい る。斜線 による画面分割 は,こ の書物 の なかで も他 の書物 で
も,華 邨が多用 した技 法で ある。絵 巻 をは じめ,浮 世絵 の風景 画 な どの構図
に見 られ る画面分割 を図案化 した もの と言 え るし,華 邨 が図案の意 匠構 成 に
関 して専門家 だった とい う閲歴 か らして,鎌 倉時代 か ら室町 ・桃 山時代 にか
けて,小 袖や能装束 や蒔絵 のデザイ ンとして広 く行 われ た対 角線 によって面
を2分 す る 「片身替 り」 の構 図 を援 用 した とも考 え られ る。華邨 の デザイ ン
感 覚が前面 に出た版画 であ る。
左 画面 は,咲 きほ こる桜 の花 と藤 の花,そ の枝か ら一す じ垂 れ る糸 の先 に
止 まって いる蜘蛛 を描 く。
右 画面 には,満 開 の桜 に囲 まれた清水観音堂 とその背後 に見 え る五重搭。
画面半分 に,浮 世 絵 の コマ絵 を大 き くした よ うな,広 げた巻紙 ふ うの四角な
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(大意:こ れな るうまし寸描20葉 。欧州 び と,は た また巴里 の都 び とを,一 閃
の冴 え もて ここに刻 まれ し春 さわや かな 日本 の湖,山 々,海,空 が 出迎 え
る。親 しみ深 い この画集 を繰 れば出会 う もの,桜 花 に囲 まれた木造寺院,斑
紋 が微光 に ゆれ る鴨の羽,咲 き乱れた るあや め と薔薇,客 を迎 えに篭 を満 た
して市場 へ急 ぐ商人 た ち,小 姓 も連れ ぬサ ムライ とゲイ シャたち。)
ヴ ェル ハ ー レ ンの この詩 節 か ら,Images,Japonaisesの 成 立 過 程 が垣 間 見 ら
れ る。 長 谷 川 武 次 郎 が ヴ ェル ハ ー レ ン に華 邨 の下 絵 を送 り,そ の 賛 とな る詩
篇 の創 作 を依頼 した もの と思 わ れ る。 絵 の枚 数 を20葉 と して い る こ と,詩 節
の なか に列 挙 され て い るア イ テ ム が華 邨 の版 画 に あ る図 柄 と.__.致して い る こ
とか ら,ヴ ェルハ ー レ ンが華 邨 の絵 を見 なが ら詩 篇 を書 い た こ とは確 実 で あ
る。 は じめ に詩 が あ って,そ の 内容 に合 わ せ た 下 絵 を華 邨 が 描 い た の で はな
い,と い う こ とで あ る。
(3)p.3-4
左 画面 に蓮 の花 の ク ロー ズ ア ップ。 右 画 面 に不 忍池 弁 財 天 の遠 景 。
(4)p.5-6
この部 分 は,左 右 頁 が はっ き り2葉 の版 画 に分 か れ て い る。左 頁 で は画面
一 杯 に
,1匹 の ミ ミズ を奪 い合 って乱 舞 す る21羽 の 雀 が,右 頁 に は,大 きな
巣 を張 っ て い る蜘 蛛,下 に,こ お ろ ぎ,く つ わ む し,ま だ らか ま ど う ま,蛾,
蚊 な ど昆 虫 類 と,ミ ミズ,右 肩 に飛 び 回 る蠕 蠕 が2羽 配 され て い る。
(5)・i
左 画 面 ほ ぼ下 半 分 か ら右 頁 にか けて,荒 磯 の岩 に砕 け る波 をダ イ ナ ミッ ク
に描 い て い る。 空 に2羽 の海 鳥 と雲 間 の太 陽 。
右 頁 に,「 マ ド」が2つ,一 部 重 な る形 で空 け られ,ヴ ェルハ ー レ ンの詩 節
が入 れ られ て い る。 この2つ の マ ドは 白地 で は な く,そ れ ぞ れべ 一 ジ ュ と薄















(大 意:内 海 の 波 と泡 は,水 鳥 の 綿 毛 と羽 毛 の よ う だ 。 内 海 は水 鳥 の よ う だ 。
沖 合 で 泳 ぎ,あ る い は 頂 が 白 く輝 く岩 の 上 で 身 を か が め る 水 鳥 の よ う だ,内
海 は。 両 手 で 波 頭 を 摩 り ま わ る風 は,岬 と小 島 の 回 りの,静 か に うね る海 の
上 で 波 の 花 を掬 す 。)
(6>p.9-10
左 画 面 に檜 の木 立 。 なぜ か 木 の枝 か ら小 鈴 が 下 が って い る。 鳥 が2羽,空
を舞 う。 右 画 面 の柏 の枝 にル リ ビタ キが 止 まっ て い る。
(7)p.11-12
左 画 面 に,池 の ほ と りで水 に落 ち そ うな っ て い る坊 主 子 の童 子 を,姉 ら し
い振 袖 姿 の 娘 が 引 き寄 せ よ う と して い る情 景 が描 か れ,右 画 面 で は番 の葦 鴨
が葦 と蓮 の 間 を泳 い で い る。
この版 画 の 図柄 は きわ め て奇 妙 だ。 季 節 の表 象 が ば らば らな の で あ る。 ま
ず,椿 の上 の桜 は満 開。 池 の ほ と りに は夏 扇 が置 か れ て お り,娘 の振 袖 は紅
葉 柄 で あ る。 春 や 夏 に紅 葉 の柄物 を着 る こ とは ない だ ろ う。 秋 の 七 草 の撫 子
が 咲 い て い る。 水 辺 の葦 の 上 を赤 とん ぼ が飛 ん で い る。 この よ うな画 面 の ち
ぐは ぐさ を ど う考 えた らい い の だ ろ うか 。 意 図 的 な選 択 に違 い な い か ら,写
実 を重 ん じた華 邨 だ け に考 え に くい こ とな が ら,こ れ は写 実絵 で は な く,日
本 の四 季 を象 徴 的 に表 す ア イ テ ム を,い わ ば図 案 的 に取 り込 ん だ構 成 画 面 な
の で は な か ろ うか,と 思 わ れ る。
(83p.13-14
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見 開 き2頁 が それぞれ1枚 ずつの絵。左 画面 は,満 開の椿 の枝 に止 まって
い るル リビタキが大 き く羽 ばた く姿。右画面 は,こ れ も満開 の芙蓉 の花 と鳥
野碗豆 の可 隣な花 の周 りを蜂 が飛ぶ。芙蓉 と鳥野 碗豆 の開花 時期 のずれが,
この画面 で も気 になる ところだ。
(9)pユ5-16
見 開 き画面 一杯,地 平線上 に帆掛舟,近 景 の砂浜近 くで漁 をす る舟,帆 を
下 し港で肪 う船が描 かれ てい る。舟 に は もう灯 りが入 り火影 が海面 に揺 れて
い る。駿河湾 のたそがれ時 の情景。浮世絵 ふ うの見事 な絵 で ある。
右画面 の暮れ なず む夕空 のなか に刻 み込 まれ るよ うに,ヴ ェルハー レンの
詩節が,「 マ ド」の囲 み枠 な しに掲 げ られ てい る。 日本画 の 「賛」の ような趣






(大 意:あ また の 舟 が,急 ぐで もな く海 上 を た ゆ た う,日 暮 れ ど きy巨 大 な る
ビヤ 樽 の ご と くそ の 帆 は 風 を は ら む 。)
この画 面 に賛 と して摺 り込 まれ て い る ヴ ェル ハ ー レ ン詩 節 の カ リグ ラ フ ィ
ーが
,横 浜 開 港 資 料 館 所 蔵 のImages,japonaases(YAと 略記 す る)と ブ リュ
ッセ ル の王 立 図書 館 所 蔵 の そ れ(BRと 略 記)と の 問 で は異 同 の あ る こ とが 今
回 の調 査 で判 明 した。(東 京 の 国 際 交 流 基 金 図 書 館 に所 蔵 され て い る もの と
YAと の 問 に は異 同 が まった く認 め られ な い の で,こ れ に つ い て の引 用 は省
略 す る。)YAで は,通 常 の よ うに文 字 が黒 摺 りされ て お り,他 頁 の書 体 と変
わ らない が,BRで は,こ の画面 の場 合 だ け,カ リグ ラ フ ィー の字 面 は,輪 郭
線 を残 して 白抜 きふ うに摺 られ て い る。
この事 実 か ら,ImagesJaponaisesが,問 を置 き,部 分 的 に版 木 を変 えて複
数 回 摺 られ た こ とが 分 か る。 版 木 を変 えつ つ1回 で摺 った とい う可 能 性 は考
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えに くい。再版 が あるの は もち ろん不思議 な ことで はないが,奥 付 の印刷 ・
発行年 月 日はYAもBRも 同 じなので ある。 どち らが先 に出版 された ものな
のか,そ もそ も奥付 にある印刷 ・発行年 をどう考 えれ ばいいのか。 この問題
について は後述 す る。
(1①p.17-18
左画面 には室 内の花籠 に活 け られた 白木i蓮と柳 の枝が描 かれ,大 きな円窓
が右画面全部 を占め,そ こか ら富士山 と,箱 根路 の松並木 を馬 で行 く旅人 と
馬 子の姿が遠望 され てい る。浮世絵 ふ うの構 図で あ る。
(11)p.19-20
画面 が3分 割 され てい るが,見 開 き1枚 絵 で ある。左画面 はまず左上端 か
ら対 角線 で2分 割 され,そ の分割線上 にまるで枝 に止 まってい るような形 で
鴬 が描 かれて いる。 さ らにその分割線上 に,右 上端 か ら引かれた斜線 が落 ち,
見 開 き画面 が3分 割 された構 図 にな ってい る。右画面 には,向 日葵,撫 子,
実 った稲穂,い な ご,赤 とんぼ,蝶 蝶が描 かれ,そ の一部 が左 画面 に三 角形
をな して はみ出 してい る。
左画面 につい ては,YA(FII)とBR(F-III)と の間 に大 きな異 同が あ
る。
YAに お ける,上 の三 角形 内の カ リグラ フィーは,「 きみす まば とは まし
もの を つの くにの い くたの もりの あ きのはつ かぜ」 とい う 『詞花和歌
g}
集 』に あ る僧 都 清胤 の 和 歌 の一 部 で あ る。 下 半 分 に は家紋 「笹 竜 胆 」 「星 付 き
分 銅 に地 抜 き二 つ引 き」 「下 が り藤 」 「中 陰 捻 り梅 」 「星 付 き七 宝 に花 菱 」 「覗
き橘 」 「三 つ鱗 」 「鳳鳳 の丸 」 「枝桜 変 形 」 が 図案 的 に配 置 され て い る。
と ころが,BRに お い て は,上 下 の三 角形 部 分 に は和 歌 も家 紋 もない 。わ ず
か に上 の三 角形 の なか に は,梅 の紋 章 の ヴ ァ リエ ー シ ョンが7つ ほ ど,薄 藤
色 の地 の な か に透 か し文様 の よ うに か す か に認 め られ る。 下 の 三 角 形 は ま っ
た く空 白で あ る。






や 家紋 の部 分 は後 で,い わ ゆ る 「さ し木 」 また は 「入 れ木 」 され た の だ ろ う
か 。(9>の 場 合 と同 じ疑 問 が こ こで も起 き る。
(12)p.21-22
左 画 面 の左 下 に紫 陽花 の花 が1輪 。 画面 中央 に薄 藤 色 の 「マ ド」 枠 が 空 け
られ,ヴ ェルハ ー レ ンの詩 が 入 って い る。 その枠 に一 部 隠 れ て,番 の七 面 鳥













(大 意:で っ ぷ り肥 え た 七 面 鳥,威 風 堂 々 お 出 ま しだ 。緋 色 の か ら だ に 豪 華 な
羽 毛,患 っ て る の か 喉 元 を,下 げ 飾 り さ な が ら ぶ ら さ げ て,珍 奇 な 袈 裟 着 た
司 祭 の よ う に。 む こ う を 見 や れ ば,雛 鳥 た ち が ミ ミズ を な ぶ り,奪 い 合 い,
じ ゃ れ 合 う そ ぶ り,こ わ さ 知 らず の い た ず ら ざ か り。 そ れ に つ け て も思 い 出
す,ミ サ 手 伝 い の あ の 子 た ち,お 勤 め 終 わ れ ば 一 目 散,ボ トル の も と に駆 け
つ け て,聖 な る ワ イ ン の 盗 み 酒,た が い に 舌 を 鳴 ら し た こ と を 。)
(3}p.23-24
見 開 き1枚 絵 。 左 画 面 上 か ら右 画 面 下 に引 いた斜 線 で,2つ の台 形 に分 割
され て い る。 左 台 形 は黒 く 「ぼ か し摺 り」 に され,そ の 地 の上 に,張 られ た
蜘 蛛 の巣 の下 で,頭 突 き合 わ せ る よ うに して集 まっ て い る蜘 蛛 と蝸 牛 と う ま
お いが 描 か れ て い る。 右 台 形 の なか に は,画 面 一 杯 に うね って い る波 の 表 面
を漂 う くらげが12匹,そ の水 面 す れ す れ に舞 うか もめ の群 れ。 左 右 の 画 面 の
コ ン トラ ス トが,奇 妙 に幻 想 的 な雰 囲 気 をか も し出 して い る。
(14)p.25-26
極 彩 色 の花 弁 を ぴ っ ち りと隙 間 な く敷 き詰 め た ベ ル ト状 模 様 が,左 画 面 を
斜 め に縦 断 して い る。 この 画 集 に登場 す る花 々 の集 合 とい った趣 で あ る。 そ
の左 側 は,江 戸 時 代 の衣 装 を着 けた さ まざ まな職 業 ・階 層 の人 物 た ち の絵 姿
で あ る。 裸 足 で後 向 きに熊 手 を引 きず っ て い る男 の子,鍬 をか つ ぎ,笠 を か
ぶ り煙 管 を 口 に して野 良仕 事 に出 る ら しい 農 夫,日 傘 を さ した お 内儀 と腰 元
ふ うの 娘,袈 裟 を ま とっ た坊 主,魚 桶 を天 秤 で 担 ぎ向 う鉢 巻 を した 魚屋,鎧
を着 た武 士,が 描 か れ て い る。 ヴ ェルハ ー レ ン は この絵 の女 性 た ち を 「ゲ イ
エミール ・ヴェルハーレンのlmagesjaponaisesを めぐってgg
シ ャ」 だ と思 った ら しい こ とが,最 初 の詩 節 か ら分 か る。
(15)p.27-28
左 画 面 に は,群 れ咲 く花 々 。桜,こ ぶ し,蕗 の と う,芙 蓉,あ や め,i撫 子,
た ん ぽぽ,な どだ が,こ こで もそれ ぞれ の開 花 時 期 のず れが 目立 つ。 花 に 囲
まれ て ヴ ェル ハ ー レ ンの最 後 の詩 節 が 掲 げ られ て い る。 枠 はな い。 右 画 面 はy
草 叢 の なか に立 つ石 碑 に奥 付 が書 か れ て い る とい う趣 向 に な って いて,石 碑









(大 意:あ な た が た の 眼 前 を通 りす ぎ た 名 所,仏 閣,花,虫 け ら,鳥 と羽 もつ
もの た ち,岩,海,船 と帆 柱,浅 草 公 園 と フ ジ ヤ マ 。 そ し て 今 あ な た が た は
想 起 す る,栄 光 の 揺 藍 の な か,現 代 の 歴 史 に 目覚 め た この 日 本 で,ど ん な に
み や び に 美 し く,秋 の 荘 厳,夏 の 光 輝 が 展 開 す る か を 。)
⑯ 裏表紙
2本 の梅 の木 と笹 の葉 に雪が積 もってい る,荒 涼 とした冬景色。右下 に華
邨の落款が あ る。
51magesJaponaisesの 刊 行 年 とTheSmitingBook
10)
Jean-MarieCulot著BibliographiedeEmileVerhaerenが 現 在 で は も っ
と も詳 細 で 網 羅 的 な ヴ ェル ハ ー レ ン関 係 書 誌 で あ り,世 界 に お け る ヴ ェ ル ハ
ー レ ン研 究 は こ れ に依 拠 し て 行 わ れ て い る 。
キ ュ ロ は,こ の 書 誌 の な か で,Images/aponaisesの 刊 行 年 を1900年 と し て
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い る。 しか し,前 述 の よ うに,奥 付 に は 「明 治29年 」(1896年)と 記 載 さ れ て
い るの で あ る。 この点 につ い て,研 究 者 た ち は キ ュ ロの西 暦 換 算 間 違 い と見
な して い る。 しか し,こ れ は,ど うや ら,元 号 の換 算 ミス とい うよ うな単 純
な問題 で は な さそ うで あ る。
まず,奥 付 の 「明 治29年 」 とい う記載 か ら問題 に して み よ う。 前述 した よ
うに,YAとBRの 間 の明 らか な異 同 か ら して,こ の2種 の エ デ ィ シ ョ ンが,
時 間 的 な 間 隔 を お い て刊 行 され た の は確 実 と思 わ れ るが,両 者 の奥 付 は まっ
た く同 じで あ る。 奥 付 の部 分 も他 の風 景 画 と同列 に版 木 に彫 られ て い るだ け
に,再 版 の つ ど奥 付 の 部 分 だ け彫 り直 す とい うよ うな こ とは しな か った の だ
ろ う。 活 字 印刷 本 で は な い とい う事 情 と,現 代 にお け る出版 常 識 とか慣 行 と
は違 う時 代 の 出版 物 で あ る こ とを認 識 して お か な けれ ば な らな い。 つ ま り,
奥 付 の刊 行 年 を,単 純 に鵜 呑 み にす る こ とはで きな い,と い う こ とで あ る。
さて,国 立 国会 図 書館 に所蔵 され て い る数 少 な い 長 谷 川 本 の な か に,The
SmilingBookと い う書物(SBと 略 記)が あ る。 これ は,1初 ㎎ 召sルρoη嬬 召s
の 図 柄 と同 じ,数 も配 列 も同 じの木 版 画本 で あ る。違 うの は,ま ず,YAやBR
は平 紙 本 な の に対 して,SBは 縮 緬 本 で あ り,し た が っ て,判 型 は約80%に 縮
小 され て い る とい う こ と。 つ ぎ に ヴ ェル ハ ー レ ンの詩 篇 に代 わ る キ ャプ シ ョ
ンが 付 け られ て い る とい う こ とで あ る。前 述(3)の 不 忍 池 弁 財 天 の上 に,『 古 今
和 歌 集 』中 の僧 正 遍 昭 の和 歌 「は ちす葉 の に ご りに染 まぬ ここ ろ もて な
にか は露 を た ま とあ ざむ く」 が カ リグ ラ フ ィー で摺 り込 まれ て い る ほか は,
す べ て 英 語 の 短 詩 が 絵 の な か にベ タ摺 りされ て い る。 そ の作 者 名 の記 載 は な
い。そ して,Images ,japonaisesに お い て ヴ ェル ハ ー レ ンの詩 節 が入 って い た
四 角 の枠 は,そ っ く りそ の ま ま残 され て い るが,そ の中 は ブ ラ ン クで,英 語
の キ ャプ シ ョンが,こ の枠 を利 用 す る こ とはな い。
前 述(ωの,鴬 の 上 と下 の三 角 形 部 分 は,完 全 に空 白で あ る。
奥 付 の記 載 は,YAお よ びBRと 一 箇 所 を除 い て 同一 で あ る。違 う個 所 は印
刷 ・発 行 の 日付 で,同 年 で は あ るが 月 日が 異 な り,YA・BRで は5月1日 印
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刷,7日 発 行 な の に,SBで は,5月10日 印 刷,20日 発 行 とな って い る。内容
は と もか く,タ イ トル の違 う別 本 の 出版 だ か ら,版 権 を取 る際 の手 続 きの必
要 上 な どか ら,日 付 をわ ず か に変 えた の だ ろ うか 。
明 治27年(1894)以 降,武 次 郎 は フ ラ ンス,ド イ ツ に市 場 を広 げ よ う とし
た。東 京 帝 国 大学 で ドイ ツ文 学 を講 じて い たKarlFlorenzと い う知 己 を得 た
こ とが そ の き っか け に な った よ うで あ る。Florenzは 独 仏 関係 出版 物 の 欧 文
割 付,印 刷,製 本 な どに つ い て学 術 的,技 術 的 な助 言 を武 次 郎 に与 えて い た 。
明治28年(1895)ご ろか ら,武 次 郎 は,1900年 の パ リ万 国博 覧会 に む けて
フ ラ ン ス関 係 出 版 物 を充 実 させ よ う と精 力 を傾 けた 。彼 は出版 物 に使 用 す る
用紙 を奉 書紙 にす る こ とを決 め た。 錦 絵 に使 用 され,そ の 柔 らか さ,き めの
細 か さ,純 白 の色 合 いが 欧 米 で 高 く評 価 され て いた 和紙 で あ る。 これ に よっ
て 高 い質 の摺 りが 保 証 され る。 この奉 書紙 に印刷 され た 最初 の長 谷 川 本2点
が,明 治32年(1899)秋 に,1900年 の パ リ万博 に間 に合 う よ う リ リー ス され
た 。 それ が,∬mages,japonaisesとScenesdutheatrejaponaisで あ る。
キ ュ ロがImagesノ 砂o纏s6sの 出 版 年 を1900年 とした の は,こ の た め で あ
り,元 号 の西 暦 換 算 を間違 えた た めで は な い。
Images ,japonaisesに 使 わ れ た 木版 画 は,ヴ ェルハ ー レ ン に作 詩 を依 頼 す る
以 前 に存 在 して いた もので あ る。 そ の版 画 が制 作 され た の が 明治29年(1896)
で,奥 付 に あ る元 号 は そ れ を 示 し て い る。 長 谷 川 武 次 郎 の研 究 家 シ ャ ー フ
(FredericA.Sharf)氏 に よれ ば,そ れ は,1896年,BenjaminChappellが
英 語 の 詩 句 を キ ャプ シ ョン として付 けた版 画 本Glimpesof,japanに 使 わ れ
11)
た もの で あ る 。 そ し て,こ の 版 画 は 同 時 に 前 述 のTheSmilingBookに も使
わ れ た の で あ る。
武 次 郎 に ヴ ェ ル ハ ー レ ン の 存 在 を知 らせ た の は 誰 な の か 。 こ の 点 に つ い て
は 未 詳 だ が,お そ ら く,ChamberlainかFlorenzか,あ る い は,英 国 人 の オ
ス マ ン ・エ ドワ ー ズ(OsmanEdwards)か も知 れ な い 。 エ ド ワ0ズ は1898年
に来 日 し た が,そ れ 以 前 に ヴ ェ ル ハ ー レ ン と交 流 が あ っ た こ と は,6か 月 間
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の滞 日中,た びた び ヴ ェルハ0レ ンへ 日本 事 情 を知 らせ た書 簡 が ,ブ リュ ッ
セ ル王 立 図書 館 付 属 文 書 ・文 学 博 物 館 に保 存 され て い る こ とか ら明 らか で あ
る。 日本 で の彼 の 交 友 範 囲 は広 か っ た よ うで,特 に ラ フ カ デ ィオ ・ハ ー ン と
は親 交 を結 び,エ ドワー ズ は ヨー ロ ッパ に戻 る とす ぐ,ハ ー ンに ヴ ェルハ ー
レ ンの 詩 集VillagesIllusoires(1895)を 送 っ て い る。 この こ とか ら も,当
時,ヨ ー ロ ッパ で新 しい詩 人 と して 名 声 が あが っ て い た ヴ ェル ハ ー レ ン を,
滞 日中 の 欧 米 文 化 人 が どれ ほ ど注 目 して いた か が よ く分 か る。
前 述 の3名 の うち の誰 か の仲 介 で,武 次 郎 は ヴ ェル ハ ー レ ンに作 詩 を依頼
した の が,明 治31年(1898)。 そ の際,す で に出 来 あが っ て い た版 画,そ して
ヴ ェルハ ー レ ンの詩 節 が キ ャプ シ ョン と して入 る こ とを予 定 して,「 マ ド」を
空 け て お い た版 画,す なわ ち,前 述 のSBに 使 わ れ て い る版 画 を ヴ ェル ハ ー レ
ンに送 っ た もの と推 測 され る。
筆 者 が 照 合 し得 たYA,BR,SBの3つ の エ デ ィ シ ョ ンの刊 行 順 は,SB→
BR→YAと な る はず で あ る。1900年 のパ リ万 博 に 出 品 され た の はBR版 で
あ る。前 述(mで 問題 に した 鴬 の上 下 部 分 の空 白 が埋 め られ,YA版 が 出版 され
た の は,ず っ と後 の こ とで,そ れ は,明 治44年(1911)以 後 だ と考 え られ る。
そ の根 拠 は,こ れ ら3種 類 の本 の表 紙 に記 載 され た 出版 地 の ア ドレス で あ
る。 表 紙 の左 下 端 に,ア ドレス を書 い た カ リグ ラ フ ィー が彫 り込 まれ て い る
が,SBとBRに は,T.Hasegawa10HiyoshichoTokyoJapanと あ る。
す なわ ち,東 京 市 京 橋 区 日吉 町10番 地 で あ りs長 谷 川 武 次 郎 は,こ の ア ドレ
ス に明 治23年(1890)か ら明 治34年(1901)ま で住 ん で い た。 と ころが,YA
(国 際 交 流 基 金 図書 館 所 蔵 の エ デ ィ シ ョン も同 じ)の 表 紙 に は,T.Hasegawa
KamiNegishi,Tokyo,Japanと 彫 られ て い る。 す な わ ち,下 谷 区上 根 岸 町
17番 地 で,長 谷川 家 が この ア ドレス に移 転 した の は,明 治44年(1911)6月
で あ るか ら,そ の年 以 降 に現 在 日本 に残 っ て い るImages/aponaisesが 印刷 ・
出版 され た こ とは間違 い な い。
エ ミ ー ル ・ヴ ェ ル ハ`vン のlmcxgesノ"aponaisesを め ぐ っ て103
お わ り に
エ ミー ル ・ヴ ェル ハ ー レ ンが 日本 近 代 詩 に与 えた影 響 を調 べ は じめ て か ら,
最 近 まで,高 村 光 太 郎 との 関係 を追 跡 す る こ とに集 中 して きた が,日 本 に お
け るヴ ェルハ ー レ ンの書 誌 を確 定 しよ う と思 いた ち作 業 に取 りか か った 途 端
に,長 谷 川 武 次 郎 とい う人物 の 存 在 にぶ ち あ た っ た。 この人 物 の履 歴 につ い
て ま った く調 べ る手 が か りも得 られ な い ま ま,昨 年 度 の在 外 研 究 員 と して ヴ
ェル ハ ー レ ンに関 す る研 修 をす るた め ブ リュ ッセ ル の 王立 図書 館 に出 か けた 。
意 外 に も,そ こで,FredericA.Sharf:TakejiroHasegawa,MeijiJapan's
preeminentpublisherofwood-block-lllustratedcrepe-paperbooksと 出 会
っ た の で あ る。この 資 料 の存 在 を知 らせ て くれ た の は,王 立 図書 館 付 属 文 書 ・
文 学 博 物 館 の専 任 研 究 員 で あ るFabricevandeKerckhove氏 だ った。 この
資 料 に よ って視 界 が い っ き ょに開 けた思 い を した。 もし,こ の資 料 が なか っ
た ら 日本 にお け る ヴ ェル ハ ー レ ン関 係 書 誌 を確 定 す る作 業 に は入 れ な か った
だ ろ う し,こ の小 論 を草 す る こ と もで きな か った だ ろ う。
帰 国 後,さ らに大 きな幸 運 に恵 まれ た 。 フ ェ ノ ロサ や 河 鍋 狂 斎 の専 門 家 の
埼 玉 大 学 名 誉 教 授 山 口静 一 氏 がSharf氏 の 親 友 で あ る こ とを知 り,山 口氏 と
Sharf氏 を通 じ,長 谷 川 武 次 郎 の こ令 孫 西 宮雄 作 氏 と コ ン タ ク トを とる こ と
が で きた 。長 谷 川武 次 郎 が 当 時 の 欧 米人 と交 わ した膨 大 な書簡 は,長 谷 川 西
宮 家 が個 人 的 に管 理 して い るarchivesな の で,簡 単 にア クセ スす る こ とはで
きな いが,幸 い,西 宮 氏 の ご好 意 に よ り近 々 その一 部 の 閲 覧 を許 して いた だ
け る こ と にな っ た。 実 現 す れ ば,筆 者 の書 誌 的研 究 が格 段 に進 展 す る こ とに
な るだ ろ う と期 待 して い る。
鈴 木 華 邨 につ い てs明 治 大 学 森 洋 子 教 授 か ら,ま た,起 立 工 商 会 社 に つ い
て,文 化 女 子 大 学 高 木 陽子 専 任 講 師 か ら,そ れ ぞれ詳 細 な ご教 示 を受 けた 。
長 谷 川本 につ い て は,横 浜 開港 資料 館 調査 研 究 員 伊 藤 久子 氏 か らご教 示 を
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受 け,た いへ んお世話 にな った。
以上 の方々 に厚 くお礼 申 しあ げたい。
* * *
この小論 を,今 年度 を もって定年退職 され る野 間一正 教授 に捧 げ る。
注
1)こ の年 号 に つ い て は検 討 の 要 が あ る。 それ に つ い て は本 文 中 で論 じる。





3)与 謝 野 寛(鉄 幹)は,日 本 の文 学 者 の な か で 唯 一 ヴ ェル ハ ー レ ンに会 っ た人
物 で あ るが,大 正2年(1913),当 時 パ リ郊 外 の サ ン ・クル ー に住 ん で い た ヴ ェ
ル ハ ー レ ンを訪 問 して懇 談 した 際 にiヴ ェル ハ ー レ ンか ら,「先 年 日本 の 書 騨 の
希 望 に任 せ て小 さ な一 書 を東 京 で 出版 した事 が あ る」と聞 か され て,「 予 等 に取
って初 耳 で あ った 」 と驚 い て い る。(与 謝 野 寛 ・晶子 著 『巴里 よ り』459頁,大
正3年,東 京,金 尾 文 淵 堂)
4)英 語 版 は第 一 シ リー ズ全25巻 で,翻 訳 者 はThompson夫 妻,J.C.Hepburn,
B.H.Chamberlain,LafcadioHearnな ど,い ず れ も武 次 郎 と親 交 の あ った 人
た ち で あ った。 第 ニ シ リー ズ全3巻 や 合 本 版 も続 い た。 フ ラ ンス 語版 全20巻,
ドイ ツ語 版7巻 が 同 じ翻 訳 者 名 で 刊 行 され たが,実 際 は フ ラ ンス語 訳 は フ ラ ン
ス公 使 舘 付 翻 訳 官JosephDautremer,ド イ ツ語 訳 は東 京 帝 国 大 学 教 授Karl
FlorenzとAdolphGrothに よ る もの だ っ た。 スペ イ ン語 版 全10巻,ポ ル トガ
ル 語 版8巻 の ほ か,未 確 認 だが オ ラ ンダ語 版,ロ シア版 もそ れ ぞ れ1巻 刊 行 さ
れ た よ うだ。
平 成10年12月19日 か ら12月23日 まで,横 浜 み な とみ らい,ク イ ー ンズ ス クエ
ア横 浜,ク イー ンズ モー ル ギ ャラ リー を会 場 と して,「 回顧19世 紀 出版 文化 一 よ
みが え る100年 前 の横 浜 ・神 奈 川 」と題 す る,放 送 大 学 附 属 図書 館 コ レ ク シ ョン
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展 が 開催 され た。 この展 示 会 に,放 送 大 学 附 属 図書 館 所 蔵 の長 谷 川 本93点 が 出
品 され た 。 内 訳 は,英 語 版 『日本 お とぎ話 集 』縮 緬 本 が25巻,同,平 紙 本 が8
巻,英 語版 『ア イ ヌお とぎ話 集 』平 紙 本 が3巻,フ ラ ンス語 版 『日本 昔 話 集 』
縮 緬 本 が20巻,ド イ ツ語 版 『日本 お とぎ話 集 』縮 緬 本 が4巻,同,平 紙 本 が5
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